
増
上
寺
徳
川
家
霊
廟
の
風
景
( )14

－
－

引
き
継
が
れ
た
燈
籠
た
ち

先
日
、
天
童
市
図
書
館
の
「
と
し
ょ
か
ん
だ
よ
り
」
を
見
て
居
ま
し
た
ら
「
織
田
氏
奉

納
石
燈
籠
の
な
ぞ
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
織
田
龍
介
信
利
が
台
德
院
に
奉

献
し
た
石
燈
籠
の
写
真
が
写
っ
て
い
ま
し
た
。
早
速
コ
ラ
ム
を
書
か
れ
た
歴
史
相
談
室
の

野
口
一
雄
氏
に
ご
連
絡
を
差
し
上
げ
情
報
を
交
換
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
他
に
二

基
の
有
章
院
燈
籠
が
有
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

今
回
は
こ
の
台
德
院
燈
籠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
か
ら
始
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

野
田
一
雄
氏
が
記
事
に
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
は
「
織
田
龍
介
信
利
」
と
は
誰
か
と
言
う

。

、

こ
と
で
し
た

ご
存
じ
の
通
り
天
童
は
織
田
信
長
の
二
男
信
雄
の
子
信
良
の
系
統
が
甘
楽

高
幡
と
移
封
さ
れ
て
天
童
藩
を
開
い
た
土
地
柄
で
す
。

同
じ
く
織
田
信
雄
の
五
男
高
長
は
大
和
宇
陀
に
藩
を
開
き
ま
す
が
、
孫
の
信
武
の
代
に

家
臣
を
殺
め
自
殺
し
た
い
わ
ゆ
る
「
宇
陀
く
ず
れ
」
に
よ
り
、
そ
の
子
信
休
が
丹
波
柏
原

に
移
さ
れ
た
柏
原
藩
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の
丹
波
柏
原
は
元
々
は
信
長
の
弟
信
包
が
藩
祖
と
な
り
柏
原
藩
を
開
い
た

地
で
あ
り
、
そ
の
後
三
代
目
の
信
勝
の
代
で
無
嗣
断
絶
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
前
期
柏

原
藩
と
呼
び
、
信
休
以
降
を
後
期
柏
原
藩
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
織
田
龍
介
信
利
」
は
こ
の
前
期
柏
原
藩
三
代
藩
主
の
織
田
上
野
介
信
勝
の
こ
と
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
か
ら
信
勝
に
つ
い
て
書
き
抜
い
て
み
ま
す
。

●
信

勝
辰
之
助

上
野
介

從
五
位
下

母
は
長
盛
が
女
。

信

彭

呈

譜

龍

助

写真 織田信利燈籠(野口氏撮影）1

元
和
九
年
生
る
。
寛
永
七
年
遺
領
を
継
。

十
六
年
十
二
月
晦
日
從
五
位
下
上
野

介
に
叙
任
す
。
十
七
年
九
月
二
十
四
日
仰
を
う
け
て
摂
津
國
高
槻
城
を
守
る
。
慶
安
三

年
五
月
十
七
日
卒
す
。
年
二
十
八
。
雪
岩
元
公
成
徳
院
と
號
す
。
九
月
朔
日
信
勝
嗣
な

き
よ
り
領
地
を
公
收
せ
ら
る
と
い
へ
ど
も
、
室
懐
胎
の
よ
し
聞
し
め
し
出
生
の
子
男
子

に
を
い
て
は
、
重
て
思
召
あ
る
べ
き
の
む
ね
、
且
彌
十
郎
信
當
に
は
以
前
の
ご
と
く
領

地
の
う
ち
三
千
石
を
た
ま
ふ
の
む
ね
仰
を
か
う
ぶ
る
。

『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』
の
寛
永
七
年
正
月
二
日
の
記
事
に
は
信
則
に
つ
い
て

○
丹
波
國
柏
原
領
主
織
田
刑
部
大
輔
信
則
卒
す
。
そ
の
子
辰
之
助
信
勝
に
遺
領
三
萬
石

つ
か
し
め
ら
る
。
こ
の
信
則
は
故
三
位
左
中
將
信
包
の
子
に
て
。
元
和
二
年
十
月
廿
五

日
從
五
位
下
に
叙
し
侍
従
に
任
じ
。
九
年
從
四
位
下
に
の
ぼ
り
。
此
日
三
十
二
に
て
卒

せ
し
な
り
。(

水
戶
記
、
江
城
年
錄
、
東
武
實
錄
、
斷
家
譜
）

こ
の
記
事
を
元
に
元
和
二
年
十
月
二
十
五
日
の
記
事
を
見
て
み
ま
す
と

（
マ
マ
）

○
廿
五
日
織
田
辰
之
助
信
則
従
五
位
下
侍
従
に
叙
任
し
。
民
部
大
輔
に
改
む

（
東
武

。

実
録
）

と
有
り
ま
す

『
東
武
実
録
』
の
該
当
の
記
事
を
探
し
ま
す
と

。

元
和
二
年
十
月
廿
五
日

織
田
辰
之
助
信
則

上
野
介
信
包
男

従
五
位
下
侍
従
ニ
叙
シ
刑
部
大
輔
ト
號
ス
。

元
和
九
年

是
年

織
田
刑
部
大
輔
信
則

上
野
介
信
包
男

従
四
位
下
ニ
叙
ス

元
従
五
位
下
侍
従

同
じ
く
信
則
に
つ
い
て
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
記
述
を
見
て
み
ま
す
。

●
信
則式

部
少
部

刑
部
大
輔

侍
從
從
五
位
下

從
四
位
下

母
は
某
氏
。

慶
長
四
年
生
る
。
十
九
年
遺
領
を
継
。

元
和
二
年
十
月
二
十
五
日
従
五
位
下

侍
従
に
叙
任
し
、
九
年
従
四
位
下
に
昇
り
、
刑
部
大
輔
に
あ
ら
た
む
。
寛
永
三
年
五

月
御
上
洛
の
供
奉
を
つ
と
む
。
七
年
正
月
二
日
卒
す
。
年
三
十
二
。

時

に

八

歳

時

に

十

六

歳



『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
は
、
信
則
の
幼
名
に
つ
い
て
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
が

『
東

、

武
実
録
』
の
記
事
か
ら
「
辰
之
助
」
で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
す

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』

。

は
寛
政
年
間
に
諸
家
か
ら
提
出
さ
れ
た
家
譜
を
元
に
編
纂
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
信
勝
の

家
禄
の
一
部
を
継
い
だ
信
當
の
系
統
の
信
彭
が
家
譜
を
提
出
し
て
い
ま
す

『
寛
政
重
修

。

諸
家
譜
』
に
「
信
彭
呈
譜
龍
助
」
と
記
載
が
あ
る
の
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
織

田
彌
十
郎
信
彭
は
安
永
八
年
十
二
月
三
日
に
嗣
家
し
、
寛
政
元
年
八
月
十
九
日
に
家
斉
に

拝
謁
し
て
い
ま
す
。

後
に
触
れ
ま
す
が
天
明
元
年
の
台
德
院
の
百
五
十
回
忌
は
こ
の
信
彭
の
代
に
行
わ
れ
ま

す
。さ

て
こ
こ
で
は
信
則
の
昇
進
の
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

初
任
は
従
五
位
下
侍
従
、
七
年
後
従
四
位
下
に
昇
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
昇
進
の
早
さ
は
別

格
で
、
小
川
恭
一
氏
は
「
官
位
特
格
家
」
と
い
う
名
称
で
呼
ん
で
い
ま
す
。

織
田
家
の
中
で
こ
の
官
位
特
格
家
の
資
格
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
信
包
の
柏
原
藩
織
田

家

信
雄
の
子
高
長
の
宇
陀

後
期
柏
原

織
田
家
と
同
じ
く
信
雄
の
子
信
良
の
小
幡

天

、

（

）

（

）

、

、

、

童

織
田
家
だ
け
で
す
が

宇
陀
織
田
家
は
信
武
の
代
に

小
幡
織
田
家
は
信
右
の
代
に

そ
し
て
前
期
柏
原
織
田
家
は
信
勝
の
代
に
官
位
特
格
家
の
資
格
を
失
い
ま
す
。

さ
て
問
題
の
「
織
田
龍
介
信
利
」
の
燈
籠
で
す
が
、
こ
の
燈
籠
に
関
し
て
は
二
つ
の
史

料
に
記
載
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
『
台
德
院
御
霊
屋
献
備

御
燈
籠
記

（
以
降
『
御
燈
籠
記
』)

で
、
こ
こ
に
は
台
德
院
に
献
納
さ
れ
た
、
釣
燈
籠
、

』

銅
燈
籠
、
石
燈
籠
、
水
盤
、
石
橋
、
五
重
塔
に
つ
い
て
献
納
者
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

刻
ま
れ
た
年
銘
は
殆
ど
が
薨
去
半
年
後
の
寛
永
九
年
七
月
廿
四
日
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
寛
文
四
年
七
月
廿
四
日
に
稲
葉
正
則
が
銅
燈
籠
を
二
基
献
納
し
た
記
録
が
あ
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
以
降
に
作
成
さ
れ
た
文
書
と
な
り
ま
す
。

こ
の
中
で
「
織
田
龍
介
信
利
」
は
石
燈
籠
を
二
基
献
納
し
て
い
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て

(

甘
楽)

（
高
畠
）

（
天
童
）

信
良

信
昌

信
久

信
就

信
右

信
冨

信
邦

信
俘

信
美

信
朝

信
長

信
雄

（
宇
陀
）

（
柏
原
）

高
長

長
頼

信
武

信
休

信
旧

信
憑

信
守

信
貞

信
応

信
古

（
柏
原
）

信
包

信
則

信
勝

信
當

信
相

信
政

信
義

信
彭

信
興

図 織田家系図1

い
ま
す
。
織
田
家
で
は
「
侍
従
織
田
出
雲
守
平
朝
臣
高
長
」
が
石
燈
籠
一
基

「
織
田
百

、

助
平
信
昌
」
が
釣
燈
籠
二
釣
献
納
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
史
料
は
何
回
も
ご
紹
介
し
た
こ
と
の
あ
る
千
秋
文
庫
の
「
享
保
年
間
に
よ

る
彩
色
大
絵
図
」
で
す
。
こ
の
絵
図
は
本
堂
か
ら
左
、
今
の
芝
公
園
を
含
む
場
所
に
あ
っ

た
台
徳
院
霊
廟
の
全
景
を
写
し
た
物
で
、
同
じ
意
匠
の
図
は
港
区
の
郷
土
博
物
館
も
所
蔵

し
て
い
ま
す
。

拝
殿
と
勅
額
門
内
を
描
い
た
部
分
を
図
２
に
示
し
ま
す
。
赤
枠
で
囲
ん
だ
部
分
二
カ
所

に
「
織
田
龍
介
平
信
利

、
青
枠
で
囲
ん
だ
部
分
に
「
侍
従
織
田
出
雲
守
平
朝
臣
高
長
」

」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
釣
燈
籠
は
描
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

幸
い
な
こ
と
に
こ
の
絵
図
の
部
分
を
撮
し
た
写
真
が
残
っ
て
い
ま
す
。
写
真
２
は
丁
子

門
側
か
ら
勅
額
門
内
拝
殿
前
を
俯
瞰
し
た
情
景
が
撮
さ
れ
て
い
ま
す
。
勅
額
門
、
丁
子
門

は
戦
災
を
焼
け
残
っ
て
今
狭
山
山
不
動
寺
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
３
は
勅
額
門
内
の
風
景
を
拝
殿
前
左
側
か
ら
写
し
た
も
の
で
、
ど
ち
ら
の
写
真
で図 千秋文庫「享保年間による彩色大絵図」2

勅額門

丁
子
門

②
①③⑥

⑤④

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑮
⑯

⑰ ⑯
⑭⑬⑫

⑰

⑱⑲⑳㉑㉒㉓

㉓

㉔

㉕

㉖
㉗
㉕



も
拝
殿
前
に
並
ん
だ
石
燈
籠
の
姿
が
は
っ
き
り
と
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

注
目
し
て
頂
き
た
い
の
が
写
真
３
の
勅
額
門
の
手
前
に
撮
っ
て
い
る
二
基
の
石
燈
籠
で

す
。
先
ほ
ど
の
絵
図
の
情
報
か
ら
一
番
手
前
に
あ
る
石
燈
籠
が
「
織
田
龍
介
平
信
利
」
の

燈
籠
で
あ
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
『
御
燈
籠
記
』
に
は

石
燈
籠
寄
進
大
名

百
三
十
三
名

百
八
十
七
基

銅
燈
籠
寄
進
大
名

十
六
名

三
十
一
基

釣
燈
籠
寄
進
大
名
他

二
十
四
名

四
十
六
基

の
燈
籠
が
献
納
さ
れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
燈
籠
は
ど
の
よ
う
な
基
準
で

配
置
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
答
え
が
金
地
院
崇
伝
の
『
本
光
国
師
日
記
』
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
同
日
（
十
七
日

。
土
大
炊
殿
。
従

御
城
直
に
御
出
、
松
右
衛
門
殿
。
道
春
。

）
。

。

。

永
喜
同
道
也

増
上
寺
へ
今
度
諸
大
名

各
石
燈
籠
御
寄
進
立
所
何
様
に
可
然
哉

可
申
上
由
、
則
書
付
上
ル
。
案
在
左
。

石
燈
籠
可
被
成
御
立
所
之
覚

一
御
廟
所
之
廻
り
に
御
連
枝
衆
。
其
外
ち
か
き
御
一
門
方
并
つ
ね
〳
〵
に

御

前
ち
か
く
御
奉
公
被
致
候
衆
之
石
燈
籠
可
被
成
御
立
歟
。

写真 勅額門内俯瞰写真2

写真 勅額門内左側より3

一
御
佛
殿
之
御
前
に
。
官
位
高
き
大
名
衆
。
其
外
國
持
衆
。
そ
れ
よ
り
次
第
々

々
に
御
立
可
被
成
歟
。
以
上
。

実
際
に
ど
の
様
に
配
置
さ
れ
た
か
は
、
千
秋
文
庫
の
絵
図
に
詳
細
に
描
き
込
ま
れ
て
い

ま
す
が

「
御
廟
所
之
廻
り
」
と
「
御
佛
殿
之
御
前
」
だ
け
で
は
配
置
し
き
れ
ず
、
惣
門

、

か
ら
勅
額
門
の
前
、
佛
殿
か
ら
奥
の
院
ま
で
の
間
に
か
な
り
窮
屈
に
配
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

「
織
田
龍
介
平
信
利
」
の
燈
籠
が
配
置
さ
れ
た
勅
額
門
内
拝
殿
前
は
こ
の

一
御
佛
殿
之
御
前
に
。
官
位
高
き
大
名
衆
。
其
外
國
持
衆
。

に
当
た
り
ま
す
。

で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
大
名
が
「
織
田
龍
介
平
信
利
」
と
共
に
燈
籠
を
献
納
し
て

い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
。
行
頭
の
丸
数
字
を
図
２
に
示
し
て
い
ま
す
。

拝
殿
前
唐
門
の
左
右
に
は
六
名
の
国
持
大
名
が
二
基
づ
つ
銅
燈
籠
を
献
納
し
て
い
ま

す
。

①
薩
摩
中
納

藤
原
朝
臣
家
久

（
島
津
家
久

鹿
児
島
藩

）

言

770,000

②
仙
臺
中
納

藤
原
朝
臣
政
宗

（
伊
達
政
宗

仙
台
藩

）

言

620,000

③
從
四
位
上
行
左
近
衞
中
將
源
朝
臣
義
宣

（
佐
竹
義
宣

秋
田
藩

）

205,800

（

）

④
上
杉
彈
正
少
弼
藤
原
定
勝
敬
白

従
四
位
下
左

上
杉
定
勝

米
沢
藩

少
将

300,000

⑤
安
藝
侍
從
源
朝
臣
長
晟
敬
白

(

浅
野
長
晟

広
島
藩

）

426,500

⑥
藤
堂
大
學
助
藤
原
朝
臣
高
次

（
藤
堂
高
次

津
藩

）

323,950

つ
い
で
拝
殿
前
右
側
に
以
下
の
大
名
が
石
燈
籠
を
二
基
づ
つ
献
納
し
て
い
ま
す
。

⑦
從
四
位
下
行

兼
飛
彈
守
源
朝
臣
宗
茂

(

鍋
嶋
宗
茂

佐
賀
藩

)

侍
從

357,000

⑧
白
川
宰
相
藤
原
朝
臣
長
重
敬
白

（
丹
羽
長
重

白
河
藩

）

100,700

⑨
有
馬
玄
蕃
頭
源
豐
氏
敬
白

（
有
馬
豊
氏

福
知
山
藩

）

80,000

⑩
土
佐
侍
從
源
朝
臣
忠
義
敬
白

（
山
内
忠
義

土
佐
藩

）

240,000

⑪
生
駒
壹
岐
守
藤
原
高
俊

（
従
四
位
下

生
駒
高
俊

丸
亀
藩

）

171,800

勅
額
門
脇
右
奥
か
ら

（

）

⑫
堀
丹
後
守
源
朝
臣
直
寄

堀
直
寄

村
上
藩100,000

）

⑬
從
四
位
下
行
侍
從
伊
達
遠
江
守
藤
原
朝
臣
秀
宗(

伊
達
秀
宗

宇
和
島
藩100,000

⑭
秋
田
河
内
守
安
部
朝
臣
俊
季

（
秋
田
俊
季

宍
戸
藩

）

50,000

⑮
有
馬
左
衞
門
佐
藤
原
朝
臣
直
純

（
有
馬
直
純

延
岡
藩

）

53,000

勅
額
門
を
挟
ん
で
の
左
右
は

⑯
今
防
長
二
洲
主
右
近
衞
權
少
将
大
江
秀
就
朝
臣

(

毛
利
秀
就

萩
藩

)
360,000



そ
の
左
に

（

）

⑰
織
田
龍
助
平
信
利

二
基
の
内
一
基

織
田
信
利

柏
原
藩

36,000

（

）

⑱
毛
利
宰
相
大
江
朝
臣
秀
元

二
基

毛
利
秀
元

調
布
藩36,200

（

）

⑲
九
鬼
長
門
守
藤
原
朝
臣
守
隆

一
基

九
鬼
守
隆

鳥
羽
藩56,000

⑳
出
雲
侍
從
高
階
朝
臣
忠
晴

二
基

(

堀
尾
忠
晴

松
江
藩

)
240,000

㉑
對
馬
侍
從
源
朝
臣
義
成

一
基

（
宗
義
成

府
中
藩
）

（

）

㉒
真
田
伊
豆
守
滋
野
朝
臣
信
之

一
基

真
田
信
之

松
代
藩

100,000

（

）

㉓
豊
前
少
將
從
四
位
下
源
朝
臣
忠
利

二
基

細
川
忠
利

小
倉
藩

300,000

そ
の
ま
ま
左
奥
拝
殿
前
に
向
か
っ
て

（

）

㉔
京
極
修
理
大
夫
源
高
三
朝
臣

一
基

京
極
高
三

田
辺
藩

35,000

（

）

㉕
佐
々
木
京
極
丹
後
侍
從
源
朝
臣
高
政
二
基
の
内
一
基

京
極
高
廣
宮
津
藩78,200

こ
の
間
に
奥
院
に
続
く
仕
切
り
門
が
あ
り
ま
す
。

⑰
織
田
龍
助
平
信
利

二
基
の
内
一
基

㉖
侍
從
織
田
出
雲
守
平
朝
臣
高
長

一
基

(

織
田
高
長

松
山
藩

)
31,200

（

）

㉗
美
作
中
將
藤
原
朝
臣
忠
政

二
基

森
忠
政

津
山
藩

186,500

㉘
佐
々
木
京
極
丹
後
侍
從
源
朝
臣
高
政

二
基
の
内
一
基

奥
院
の
拝
殿
周
り
に
は
御
家
門
や
譜
代
の
大
名
達
が
銅
・
石
燈
籠
を
献
納
し
て
い
ま

す
が
、
こ
の
勅
額
門
内
拝
殿
前
に
は
外
様
の
国
持
大
名
、
官
位
の
高
い
大
名
が
名
を
連
ね

て
い
ま
す
。

徳
川
将
軍
家
の
霊
廟
建
築
に
お
け
る
諸
門
・
諸
堂
の
構
造
様
式
は
常
憲
院
霊
廟
に
よ
っ

て
ほ
ぼ
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
残
さ
れ
て
い
る
『
東
叡
山
御
燈
籠
建
場
図
』
に
よ

っ
て
勅
額
門
内
に
配
置
さ
れ
た
燈
籠
の
寄
進
大
名
の
官
位
を
確
認
し
て
み
れ
ば
、
い
ず
れ

も
従
四
位
下
以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
勅
額
門
を
超
え
て
燈
籠
を
献
納
す
る
事
の
出
来
る

大
名
の
資
格
は
可
成
り
限
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
史
料
を
紹
介
し
ま
す
。

『

』（

『

』
）

台
徳
院
様
御
霊
屋
并
御
廟
前
献
備
惣
御
燈
籠
御
水
屋
等
御
修
復
願

以
降

修
復
願

で
東
京
国
立
博
物
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す

『
御
燈
籠
記
』

。

の
デ
ジ
タ
ル
史
料
を
調
べ
て
い
る
内
に
引
っ
か
か
っ
て
来
ま
し
た
。

ま
ず
『
御
燈
籠
記
』
の
織
田
信
利
の
記
録
を
書
き
出
し
て
み
ま
す
。

奉
拜
進

台
徳
院
殿

尊
前

織
田
龍
助
平
信
利

一
石
燈
籠

両
基

寛
永
九
年
七
月
廿
四
日

こ
れ
に
対
応
す
る
『
修
復
記
』
の
織
田
家
関
連
の
三
名
の
記
述
は

御
同
所
勅
額
御
門
内
御
石
燈
籠

當
主

一
織
田
龍
助
平
信
利

両
基

織
田
阿
波
守
殿

御
籏
本

柳

當
主

近
江

寛
永
九
年
七
月
廿
四
日

(

マ
マ)

一
侍
從
織
田
出
雲
守
平
朝
臣
高
長

一
基

織
田
山
城
守
殿

宿

地
徳
院

御
廟
御
拝
殿
御
釣
燈
籠

當
主

一
織
田
百
助
信
昌

貮
釣

織
田
若
狭
守
殿

宿

源
法
院

『
御
燈
籠
記
』
か
ら
燈
籠
奉
献
者
名
、
基
数
を
書
き
出
し
、
そ
こ
に
当
主
名

宿
坊
名
を

書
き
添
え
て
い
ま
す
。
織
田
高
長
の
名
前
の
右
肩
に
「
柳
」
と
あ
る
の
は
、
江
戸
城
内
の

伺
候
席
で
あ
る
「
柳
間
」
を
注
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
名
前
の
書
き
上
げ
の
後
に

後
書
き
の
文
が
続
き
、
そ
の
後
に
次
の
文
が
続
き
ま
す
。

例

書

一
安
永
八
亥
年
十
二
月

御
霊
屋

御
廟
所
回
惣
御
修
復
之
節
御
釣
燈
籠
銅
石
御
燈
籠
洗
磨
等
献
上
元

被

仰

并

江

渡
被
下
候
様
御
掛
戸
田
因
幡
守
殿

奉
願
候
處
同
月
十
六
日
献
上
元
宿
坊

御
別
当
よ
り

江

江

可
申
達
旨
被

仰
渡
候
此
度
義
茂
右
先
例
之
通
被

仰
渡
候
様
奉
願
候
以
上

後
書
き
の
中
に
「
来

卯
年
正
月
御
遠
忌
」
と
有
り
、
こ
の
文
頭
の
「
安
永
八
亥
年
十

ル

天
明
元
年
の
台
徳
院
百
五
十

二
月
」
を
考
え
る
と
、
霊
廟
や
霊
廟
周
り
の
修
復
と
は
、

回
忌
の
こ
と
と
判
り
ま
す
。
戸
田
因
幡
守
は
寺
社
奉
行
の
戸
田
忠
寛
の
こ
と
で
安
永
五

年
六
月
五
日
か
ら
天
明
二
年

月
十
日
に
大
坂
城
代
に
転
出
す
る
ま
で
こ
の
職
に
あ
り

九

ま
し
た
。

『
大
本
山
増
上
寺
史
年
表
編
』
に
は
安
永

年
十
月
二
十
九
日
の
項
に

八

松
平
康
福
、
増
上
寺
秀
忠
廟
修
理
総
督
命
ぜ
ら
る



と
あ
り
、
同
じ
く
十
一
月
三
日
に

作
事
奉
行
河
野
安
嗣
・
目
付
末
吉
利
隆
・
勘
定
吟
味
役
辻
守
美
、
増
上
寺
本
堂
・
三

門
・
秀
忠
廟
修
理
命
ぜ
ら
る
。

と
し
て
『
浚
明
院
殿
御
実
紀
』
の
記
事
を
引
い
て
い
ま
す
。
年
表
を
追
っ
て
い
き
ま
す

と
、
台
德
院
の
修
復
の
記
事
と
し
て
、
文
政
十
二
年
七
月
十
七
日
の
項
に

水
野
忠
成
、
増
上
寺
秀
忠
廟
修
復
総
督
命
ぜ
ら
る
。

、

。

と
の
記
事
が
見
え

天
保
二
年
に
は
台
徳
院
の
二
百
回
忌
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
判
り
ま
す

少
し
整
理
し
て
み
ま
す
。
こ
の
『
御
修
復
願
』
の
願
書
自
体
は
安
永
八
年
の
台
徳
院
百

五
十
回
忌
の
為
の
霊
廟
周
り
修
理
の
為
に
書
か
れ
た
た
物
で
す
。
し
か
し
、
書
き
出
さ
れ

て
い
る
献
納
元
の
大
名
名
は
二
百
回
忌
の
為
に
修
復
事
業
が
始
ま
る
文
政
十
二
年
当
時
の

当
主
名
に
書
き
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
『
御
修
復
願
』
に
当
主
と
書
か
れ
て
い
る
者
の
内
十
四
名
が
御
旗
本
と
添
え
書

き
さ
れ
て
い
ま
す
。
諱
の
記
載
は
無
い
の
で
す
が
、
小
川
恭
一
氏
の
『
江
戸
幕
府
旗
本
人

名
事
典
』
で
名
乗
り
か
ら
調
べ
て
み
ま
す
と
十
三
名
が
『
幕
士
録
』
記
載
の
人
名
に
合
致

し
ま
す
。
小
川
恭
一
氏
に
よ
る
と
年
代
に
幅
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ
文
政
十
年
頃
の
記
録
と

云
う
こ
と
で
す
。

さ
て
「
織
田
龍
助
平
信
利
」
の
燈
籠
の
当
主
と
さ
れ
た
織
田
阿
波
守
で
す
。
小
川
恭
一

氏
の
『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
で
は
、
織
田
彌
十
郎
信
彭
の
項
に
子
と
し
て
織

田
衞
守
信
與
を
あ
げ
織
田
阿
波
守
と
注
記
し
て
い
ま
す
。
禄
高
三
千
石
、
屋
敷
駿
河
台
と

有
り
ま
す
。
役
職
と
し
て
小
普
請
奉
行
と
あ
り
ま
す
の
で
『
柳
営
補
任
』
で
調
べ
て
み
ま

す
と文

政
十
三
寅
十
月
廿
日
日
光
奉
行
ヨ
リ

織
田
阿
波
守

天
保
四
巳
四
月
十
九
日
卒

信
與

と
有
り
ま
す
。
更
に
日
光
奉
行
で
逐
っ
て
み
ま
す
と

文
政
七
申
閏
八
月
十
二
日
寄
合
ヨ
リ

織
田
衞
守

同
十
三
寅
十
月
廿
日
小
普
請
奉
行

信
與

阿
波
守

更
に
『
文
恭
院
殿
御
実
紀
』
の
文
政
七
年
九
月
十
五
日
の
項
に

日
光
奉
行
織
田
衞
守[

信
與]

赴
任
の
暇
た
ま
ひ
。
叙
爵
し
て
阿
波
守
に
あ
ら
た
む
。

と
有
り
ま
す
の
で
織
田
信
與
が
文
政
七
年
九
月
十
五
日
か
ら
亡
く
な
る
天
保
四
年
四
月

十
九
日
ま
で
阿
波
守
を
名
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。

織
田
家
の
部
分
を
も
う
少
し
見
て
み
ま
す
。
宇
陀
織
田
家
の
織
田
出
雲
守
高
長
の
燈
籠

は
織
田
近
江
守
が
当
主
と
し
て
書
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
記
述
で
は
山
城
守
が
近
江
守

と
書
き
改
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

前
に
書
き
ま
し
た
よ
う
に
宇
陀
織
田
家
は
後
期
柏
原
織
田
家
と
し
て
存
続
し
ま
す
。
織

田
信
古
が
遺
跡
を
継
い
だ
の
が
文
政
十
二
年
十
一
月
十
六
日
、
十
二
月
十
六
日
に
は
近
江

守
に
叙
任
し
ま
す
。
先
代
の
織
田
信
守
は
「
保
田
騒
動
」
で
致
仕
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
名

乗
り
は
山
城
守
で
す

『
御
修
復
願
』
の
織
田
山
城
守
が
近
江
守
に
書
き
直
さ
れ
て
い
る

。

の
は
、
文
政
十
二
年
十
二
月
十
六
日
の
近
江
守
叙
任
を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

天
童
織
田
家
の
織
田
百
助
信
昌
の
燈
籠
は
当
主
と
し
て
織
田
若
狭
守
が
書
き
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
織
田
信
美
は
文
政
元
年
十
二
月
二
十
七
日
家
督
を
継
ぎ
文
政
三
年
十
二
月
十
六

日
に
越
前
守
に
叙
任
し
ま
す

『
諸
侯
年
表
』
で
は
藩
主
織
田
信
美
は
文
政
十
一
年
五
月

。

に
居
所
を
天
童
に
移
し
た
後
若
狭
守
に
改
め
た
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
当
主
は
織
田

信
美
と
考
え
て
良
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
の
諸
資
料
の
記
述
か
ら
「
織
田
龍
介
信
利
」
の
立
ち
位
置
を
整
理
し
て
み
ま
す
。

①
台
德
院
霊
廟
の
中
で
「
官
位
特
格
家
」
が
連
な
る
こ
と
の
出
来
る
勅
額
門
御
拝
殿
前

に
燈
籠
を
献
納
し
て
い
る
こ
と
。

②
「
官
位
特
格
家
」
の
資
格
を
持
つ
織
田
家
の
大
名
は
こ
の
時
期
織
田
高
長
、
織
田
信

昌
、
織
田
信
勝
の
三
家
し
か
な
い
こ
と
。
信
勝
を
除
く
二
名
は
『
御
燈
籠
記
』
に
名

前
が
挙
が
っ
て
い
る
こ
と
。

③
断
絶
し
た
織
田
信
勝
の
家
禄
を
継
承
し
た
織
田
彌
十
郎
信
當
の
系
統
の
織
田
阿
波
守

信
與
が
当
主
と
し
て
信
利
の
燈
籠
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
。

更
に
、
江
戸
初
期
の
大
名
家
の
系
譜
は
記
載
に
漏
れ
が
多
い
こ
と
、
絶
家
に
よ
り
家
譜

が
全
て
継
承
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
諱
で
同
定
出
来
な
い
と
し
て
も
信

利
＝
信
勝
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
『
修
復
記
』
に
記
載
さ
れ
た
内
容
を
大
ま
か
に
整
理
し
て
い
き
ま
す
。

『
修
復
記
』
に
は
釣
燈
籠
を
献
納
し
た
ご
婦
人
を
除
い
て
全
て
で
百
六
十
六
名
の
大
名
名

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
三
名
の
大
名
に
つ
い
て
は
当
主
名
が
無
く
代
わ
り
に



次
の
様
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

(

マ
マ)

寺
澤
志
摩
守
廣
髙

○
断
絶
ニ
付

公
儀
御
上
御
修
復

松
平
【
蒲
生
】
中
務
大
輔
忠
知

蒲
生
家
就
断
絶
明
和
三
戌
年
従

御
上
御
修
復

堀
尾
山
城
守
忠
晴

堀
尾
家
断
絶
ニ
付
従

御
上
御
修
復

明
和
三
戌
年
并
安
永
度
御
修
復
被

仰
付
候

と
有
り
ま
す
。
次
に
十
五
名
の
大
名
に
つ
い
て
当
主
名
の
脇
に
「
御
旗
本
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
じ
く
二
名
が
「
交
代
御
旗
本

、
一
名
が
「
高
家
」
で
す
。
更
に
一
名
が

」

「
松
平
越
前
守
と
の
御
家
老
」
と
有
り
ま
す
。

松
平
因
幡
守
殿
分
地
断
絶
ニ
付
□
本
家

松
平
【
池
田
】
右
近
大
夫
輝
興
の
所
に
は
「

修
復
之
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
池
田
輝
興
は
池
田
輝
政
の
六
男
で
赤
穂
に
三
万
五
千

石
を
領
す
る
大
名
で
し
た
が
、
狂
乱
に
よ
り
夫
人
を
殺
害
し
て
所
領
没
収
と
な
り
ま
す
。

子
の
政
種
は
寛
文
四
年
赦
免
と
な
り
、
廩
米
三
千
俵
の
寄
合
と
な
り
ま
す
が
、
二
代
後

の
政
弘
の
代
に
無
嗣
断
絶
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
本
家
筋
の
鳥
取
藩
主
松
平
【
池

田
】
因
幡
守
斉
稷
が
燈
籠
を
引
き
継
い
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

『
御
修
復
記
』
に
は
献
納
者
名
の
異
な
る
複
数
の
石
燈
籠
の
当
主
と
な
っ
て
い
る
大
名
が

他
に
七
家
有
り
ま
す
。

有
馬
玄
蕃
頭
頼
徳

「
有
馬
玄
蕃
頭
豊
氏

「
有
馬
中
務
少
輔
忠
頼
」(

慶
安
四
年)

」
、

稲
葉
丹
後
守
正
守

「
稲
葉
丹
後
守
正
勝

「
稲
葉
美
濃
守
正
則
」(

寛
文
四
年)

」
、

岡
部
美
濃
守
長
慎

「
岡
部
内
膳
正
長
盛

「
岡
部
美
濃
守
宣
勝
」(
寛
永
十
八
年)

」
、

酒
井
雅
楽
頭
忠
実

「
酒
井
阿
波
守
忠
行

「
酒
井
雅
楽
頭
忠
世
」

」
、

「
酒
井
雅
楽
頭
忠
淸
」(

明
暦
二
年)

内
藤
備
後
守
政
順

「
内
藤
左
馬
助
政
長

「
内
藤
帯
刀
忠
久
」

」
、

本
多
中
務
大
輔
政
民

「
本
多
甲
斐
守
政
朝

「
本
多
内
記
政
勝
」

」
、

細
川
越
中
守
斉
護

「
細
川
越
中
守
忠
利
」
と
「
細
川
忠
興
三
斎
」

こ
の
う
ち
括
弧
に
年
号
が
有
る
物
は
、
同
じ
家
系
で
後
か
ら
台
德
院
廟
に
献
納
さ
れ
た

も
の
で
す

「
内
藤
左
馬
助
政
長

「
内
藤
帯
刀
忠
久
（
忠
興
カ
？

」
の
場
合
に
は
磐

。

」
、

）

城
平
藩
主
で
有
っ
た
父
政
長
と
共
に
佐
貫
藩
主
と
し
て
燈
籠
を
献
納
し
て
い
ま
す
。
後
に

磐
城
平
藩
を
相
続
し
ま
す
。

「
本
多
甲
斐
守
政
朝

「
本
多
内
記
政
勝
」
の
場
合
に
も
播
磨
姫
路
藩
主
で
あ
っ
た

」
、

。

、

父
政
朝
と
共
に
播
磨
分
封
藩
の
政
勝
が
燈
籠
を
献
じ
て
い
ま
す

後
に
姫
路
藩
を
相
続
し

子
孫
は
転
封
を
繰
り
返
し
て
岡
崎
へ
移
り
ま
す
。

他
に
保
科
正
之
が
松
平
賜
姓
後
会
津
藩
主
松
平
正
之
と
し
て
承
応
二
年
に
銅
燈
籠
を
献

じ
て
い
る
例
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
様
に
見
て
み
る
と
、
台
德
院
廟
に
納
め
ら
れ
た
燈
籠
は
殆
ど
子
孫
の
大
名
家
に
引

き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
判
り
ま
す
。
大
名
家
と
し
て
断
絶
し
た
場
合
で
も
何
ら
か
の
形

で
子
孫
が
旗
本
に
取
り
立
て
ら
れ
当
主
と
し
て
燈
籠
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

池
田
輝
興
の
場
合
に
は
引
き
継
い
だ
旗
本
家
が
断
絶
し
た
為
に
ご
本
家
の
鳥
取
藩
池
田

家
が
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

結
局
早
い
時
期
に
断
絶
し
た
寺
沢
、
蒲
生
、
堀
尾
の
三
家
の
燈
籠
だ
け
が
幕
府
の
手
で

維
持
管
理
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
寺
沢
広
高
が
献
納
し
た
の
は
水
盤
舎
で
有

っ
た
の
で
、
少
し
厄
介
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
献
納
し
た
石
燈
籠
を
引
き
継
い
だ
御
当
主
は
、
ど
の
様
に
維
持
管
理
を
行
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

岡
山
大
学
付
属
図
書
館
に
は
鴨
方
藩
池
田
家
の
文
書
を
収
め
た
池
田
文
庫
が
有
っ
て
そ

の
中
に
『
上
野
常
憲
院
様
・
有
德
院
様
献
備
御
燈
篭
仕
様
并
代
金
書
付

『
上
野
浚
明

』
、

院
様
・
文
恭
院
様
献
備
御
燈
籠
御
修
復
仕
様
并
代
金
書
付
』
と
い
う
資
料
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
後
者
を
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

從
五
位
下
源
朝
臣
池
田
政
直

浚
明
院
様

御
霊
前

一

石

御
燈
籠

壹
基

右
御
燈
篭
地
震
損
ニ
付
竿
石

建
直
小
疵

ゟ

寄
テ
拾
壹
ケ
所
石
粉
繕
致
笠
裏

惣
躰
簓

ゟ

洗
目
漆
喰
共
致

御
銘
文
金
箔
差
直

代
金
弐
両
壹
分
弐
朱

銀
四
匁
五
歩
壱
厘

從
五
位
下
池
田
豊
前
守
源
政
善

文
恭
院
様

御
霊
前

一

石

御
燈
籠

壹
基

右
御
燈
篭
地
震
損
ニ
付
竿
石

建
直
火
袋
割

ゟ

損
仕
直
小
疵
拾
ケ
所
石
粉
繕
致
笠
裏

惣
躰
簓

ゟ

洗
目
漆
喰
共
致



御
銘
文
金
箔
差
直

代
金
拾
弐
両
壹
分
弐
朱

銀
七
匁
壱
歩
九
厘

弐
口一

金
拾
五
両
弐
朱銀

四
匁
弐
歩

辰
十
月
廿
八
日

小
普
請
方

宛
先
は
池
田
内
匠
頭
殿
と
な
っ
て
お
り
、
文
恭
院
（
徳
川
家
斉
）
が
逝
去
し
た
の
が
天

保
十
二
年
な
の
で
、
そ
の
後
の
辰
年
と
な
る
と
弘
化
元
年
と
安
政
三
年
に
な
り
ま
す
。
こ

の
時
期
に
鴨
方
藩
主
で
あ
り
、
内
匠
頭
に
叙
任
さ
れ
て
い
た
の
は
弘
化
四
年
七
月
十
日
に

相
続
し
、
嘉
永
二
年
十
二
月
十
六
日
に
従
五
位
下
内
匠
頭
と
な
っ
た
池
田
政
詮
と
言
う
こ

と
に
な
り
、
こ
の
文
書
が
書
か
れ
た
の
も
安
政
三
年
十
月
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
因

み
に
『
上
野
常
憲
院
様
・
有
德
院
様
献
備
御
燈
篭
仕
様
并
代
金
書
付
』
の
日
付
は
「
辰
六

月
廿
五
日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
文
面
に
は
「
地
震
損
」
と
有
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
地
震
損
と
い
う
の
は
前
年

の
安
政
二
年
十
月
二
日
に
起
こ
っ
た
江
戸
大
地
震
で
多
く
の
燈
籠
が
倒
壊
し
た
こ
と
を
指

し
て
い
る
と
思
え
ま
す
。

安
政
江
戸
地
震
に
つ
い
て
触
れ
る
前
に
一
つ
だ
け
確
認
し
て
お
き
た
い
事
が
有
り
ま

す
。
こ
の
見
積
り
の
中
で
「
御
銘
文
金
箔
差
直
」
と
書
か
れ
て
い
る
部
分
で
す
。
今
ま
で

調
査
し
て
き
た
燈
籠
の
銘
に
は
、
少
な
か
ら
ず
朱
を
差
し
た
も
の
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

新
た
に
朱
を
差
し
込
ん

だ
物
も
有
り
ま
し
た
。

と
同
時
に
僅
か
で
す
が

金
箔
の
残
っ
て
い
る
物

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
木

更
津
市
の
日
枝
神
社
に

移
さ
れ
た
林
肥
後
守
忠

英
の
燈
籠
は
金
箔
で
美

し
く
補
修
さ
れ
て
い
ま

す
。
写
真
４
に
燈
籠
の

写真４ 林忠英燈籠

写
真
を
掲
げ
て
お
き
ま
す
。
在
り
し
日
の
霊
廟
の
荘
厳
が
蘇
っ
て
く
る
気
が
し
ま
す
。

安
政
江
戸
地
震
は
震
源
地
を
隅
田
川
河
口
付
近
と
す
る
直
下
型
地
震
で
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
は

・

で
し
た
。

6

9

安
政
の
江
戸
地
震
に
関
し
て
は
北
原
糸
子
氏
の
『
安
政
大
地
震
と
民
衆
』
が
先
行
研
究

と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
同
書
を
承
け
た
野
口
武
彦
氏
の
『
安
政
江
戸
地
震
』
で
は
地
震

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
被
害
の
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
整
理
さ
れ
た
記
述
が
有
り
ま
す
。

野
口
氏
は
安
政
江
戸
地
震
の
性
格
に
つ
い
て

「
安
政
江
戸
地
震
の
ち
ょ
う
ど
十
一
ケ
月
前
の
安
政
元
年
十
一
月
四
日
、
震
源
域
が

駿
河
湾
内
と
推
定
さ
れ
る
Ｍ
８
・
４
の
メ
ガ
ト
ン
級
地
震
が
発
生
。
こ
れ
を
「
安
政

東
海
地
震
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
翌
日
、
も
っ
と
正
確
に
は
三
十
二
時
間
後
に
、

「
安
政
南
海
地
震

（
Ｍ
８
・
４
）
が
続
い
て
起
き
て
紀
伊
半
島
を
揺
す
ぶ
り
、
大

」

阪
湾
内
を
も
津
波
が
洗
っ
た
。
と
も
に
海
洋
型
夜
大
地
震
で
あ
る
。
安
政
江
戸
地
震

は
内
陸
直
下
型
で
あ
っ
た
。
規
模
も
小
さ
い
。
し
か
し
、
地
理
的
に
も
時
期
的
に
も

決
し
て
孤
立
し
た
現
象
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

と
し
て
い
ま
す
。
安
政
江
戸
地
震
に
つ
い
て
は
此
れ
等
の
著
書
を
見
て
頂
く
こ
と
と
し

て
、
こ
こ
で
は
雉
子
町
の
名
主
で
あ
っ
た
齋
藤
月
岑
（
市
左
衛
門
）
の
『

武
江
地
動
之

記

（
江
戸
叢
書
巻
九

昭
和
三
十
九
年
江
戸
叢
書
刊
行
会
）
か
ら
直
接
の
見
聞
に
よ
る

』
被
害
の
状
況
を
少
し
ば
か
り
書
き
抜
い
て
お
く
こ
と
に
し
ま
す
。

一
、
二
日
夜
亥
の
一

大
地
俄
に
震
出
し
、
家
は
犇
々
と
鳴
響
き
、
逆
浪
に

ᴍ
ỏ
҃
二
ᴍ

船
の
た
ヾ
よ
ふ
如
く
、
即
時
に
家
屋
を
覆
し
間
も
な
く
、
頽
た
る
家
々
よ
り
火
起
り

て
、
同
寺
に
焼
上
り
た
り
、
其
内
最
初
に
燃
ゐ
立
た
る
は
吉
原
町
な
る
べ
し
と
思
へ

り

此
夜
武
家
町

自
己
の
家
に
か
ヽ
づ
ら
い
て
、
火
消
の
人
夫
馳
集
る
事
な
く
、

共

水
を
灑
火
を
滅
す
べ
き
も
の
更
に
こ
れ
な
し
、

、

、

、

、

、

、

一

御
城
内
石
垣
多
門
等
所
々
崩

御
番
所
傾

大
手
御
門

西
御
丸

二
重
御
櫓
損

桔
梗
御
門
等
大
破
、
両
御
丸
御
殿
は
却
て
無
別
條
、
外
廻
石
垣
見
附
壁
等
も
皆
崩
た

り
、
下
勘
定
所
潰
、
竹
橋
御
門
崩
、
辰
の
口
御
疊
藏
潰
、
見
附
の
内
半
藏
御
門
、
四

谷
御
門
石
垣
殊
に
崩
多
し

一
、
東
叡
山
諸
堂
無
別
條
、
宿
坊
少
々
の
損
所
あ
り
、
大
佛
は
御
首
落
ち
る
、

、

、

、

、

一

不
忍
辨
財
天
社
別
條
な
し

石
橋
崩
燈
籠
碑
碣
等
倒
る

同
鳥
居
部
寺

聖
天
潰
れ
、
新
造
の
一
切
經
堂
傾
く
、
境
内
田
樂
茶
屋
惣
潰
、

一
、
下

谷
車
坂
町
潰
家
多
し
、
一
、
下
谷
稲
荷
無
別
條
、
門
倒
れ
石
鳥
居
笠
石
落
る
、

石
燈
籠
石
地
蔵

皆
倒
れ
損
す

潰
家
と
と
も
に
地
中
へ
落

入
た
る
者
返
て
け
が
な
し

安
政

乙
卯

十
月
四
火
夜
大
手
内
腰
掛
先
の

潰
し
所
よ
り
出
火
直
に
消
る

螺
髪
の
所
損

す
、
堂
前
の



一
、
増
上
寺
諸
堂
宇
無
別
條
、
寺
中
各
別
損
所
な
し
、

幕
府
の
当
時
の
調
査
で
、
江
戸
の
町
方
で
の
犠
牲
者
は
四
、
七
四
一
人
、
倒
壊
家
屋

一
四
、
三
四
六
戸
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
名
家
や
寺
社
地
で
ど
れ
だ
け
の
被
害
が
あ

っ
た
か
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
江
戸
の
街
は
元
々
の
低
湿
地
を
埋
め
立
て
て

出
来
上
が
っ
た
街
で
す
か
ら
、
江
戸
城
の
外
郭
部
分
を
埋
め
立
て
て
出
来
た
中
央
官
庁
街

の
大
名
小
路
や
下
町
の
町
屋
は
倒
壊
し
、
焼
失
し
ま
し
た
。

武
蔵
野
台
地
上
に
在
っ
た
江
戸
城
本
丸
部
分
、
増
上
寺
、
寛
永
寺
は
大
き
な
被
害
を
蒙

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
石
燈
籠
の
多
く
は
倒
壊
し
た
物
と
思
わ
れ

ま
す
。

鴨
方
藩
池
田
家
に
見
積
書
を
提
出
し
た
小
普
請
方
は
、
西
丸
下
大
名
小
路
に
作
事
方
と

、

。

軒
を
並
べ
て
役
所
を
構
え
て
居
ま
し
た
が

南
北
奉
行
所
と
と
も
に
損
害
は
軽
微
で
し
た

そ
の
こ
と
は
と
も
か
く
安
政
江
戸
地
震
に
際
し
て
の
寛
永
寺
霊
廟
内
の
石
燈
籠
の
修
理

は
小
普
請
方
が
請
け
負
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

霊
廟
の
造
営
と
修
築
に
関
し
て
作
事
方
、
小
普
請
方
の
役
割
の
変
化
を
調
べ
て
い
る
内

に
ふ
と
寛
永
寺
霊
廟
に
つ
い
て
代
田
照
彦
氏
（
昨
年
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
）
と
共

に
『
徳
川
将
軍
霊
廟
献
備
燈
籠
と
現
況
に
つ
い
て
』
を
纏
め
ら
れ
た
加
瀬
寛
治
氏
が
同
書

の
中
に
「
洗
磨
に
つ
い
て
」
と
し
て
国
立
公
文
書
館
の
資
料
を
翻
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る
と
多
聞
櫓
文
書
の
中
の
『
天
保
六
年
八
月
上
野
御
宮

』
と
い
う
文
書
で
そ
の
中
に
寛

御
霊
屋
江
諸
家
獻
物
之
御
燈
籠
洗
磨
等
之
儀
ニ
付
書
抜

永
寺
の
霊
廟
内
石
燈
籠
の
修
造
を
小
普
請
方
が
請
け
負
う
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
が
書
か
れ

て
い
ま
し
た
。

短
い
の
で
加
瀬
寛
治
氏
の
翻
刻
文
を
全
文
載
せ
て
お
き
ま
す
。

書
抜

天
保
六
未

八
月

上
野

江

江

御
宮

御
霊
屋

諸
家
獻
備
之
御
燈
籠
洗
磨
等
之
儀
古
来
通
御
別
当
よ
り
宿
坊

江

江

申
入
宿
坊
共
よ
り
獻
備
之
家
々

沙
汰
致
し
手
職
人
を
以
修
復
い
た
し
御
別
当

引
渡
ニ
相
成
候
様
被
成
度
准
后
思
召
候
尤
去
巳
年
当
山
一
同
洗
磨
之
儀
以
来
ハ

小
普
請
方
等
ニ
而
引
受
修
理
出
来
之
積
相
成
右
者
先
年
牧
野
越
中
守
獻
備
之

燈
籠
御
修
復
一
件
ニ
付
宿
坊

仕
共
其
外
御
仕
置
被

仰
付
候
類
よ
り
被

仰
出

江

候
哉
与
深
く
御
懸
念
御
斟
酌
被
思
召
右
躰
上
野
ニ
お
ゐ
て
不
取
締
之
儀
有
之
候

よ
り
他
山
迄
も
仕
来
御
改
革
有
之
候
様
ニ
而
者
御
瑕
瑾
ニ
被
思
召
候
間
古
来

御
成
門
邊
寮
二
宇
潰
る
、
芙
蓉
諏
辨
財
天

の
廻
り
石
の
玉
垣
崩
れ
、
鳥
居
燈
籠
倒
る

江

之
通
被
成
度
由
、
品
々
被
仰
之
候
得
共
右
者
先
難
被
及
御
沙
汰
旨
寺
社
奉
行

達
之

こ
こ
で
「

」
は
天
保
四
年

「
先
年
牧
野
越
中
守
」
と
あ
る
項
目
は
『
天
保
雑

去
巳
年

、

記

（
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
）
に
「
東
叡
山
御
灯
籠
修
復
ニ
付
牧
野
越
中
守
留
守
御

』
咎
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
天
保
三
壬
辰
二
月
廿
九
日
の
事
件
を
指
し
て
い
ま
す
。
圓

珠
院
を
宿
坊
と
し
て
い
た
牧
野
越
中
守
家
献
備
の
銅
燈
籠
修
復
に
つ
い
て
、
事
務
を
司
る

僧
が
不
正
を
働
き
牧
野
家
の
家
来
を
巻
き
込
ん
で
「
金
子
を
欺
取
る
」
事
件
を
起
こ
し
ま

。

。

、

し
た

こ
の
咎
で
首
謀
者
戒
光
房
良
音
は
市
中
引
回
し
の
上
獄
門

他
僧
侶
一
名
が
追
放

一
名
が
押
込
め
。
牧
野
越
中
守
家
来
留
守
居
役
一
名
が
追
放
、
中
老
一
名
が
押
込
め
の
処

分
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
件
は
江
戸
の
情
報
屋
と
呼
ば
れ
た
須
藤
由
蔵
の
『
藤
岡
屋
日

記
』(

『
近
世
庶
民
生
活
史
料
』)

天
保
三
辰
年
八
月
十
二
日
に
も
「
寺
社
奉
行
間
部
下
総

守
懸
り
、
常
州
笠
間
城
八
万
石
、
牧
野
越
中
守
ゟ
差
出
ス
書
付
」
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
公
式
の
文
書
の
写
し
だ
け
に
『
天
保
雑
記
』
ほ
ど
の
生
臭
さ
が
な
く
体
裁
良
く

仕
立
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

引
用
文
に
戻
り
ま
す
。
引
用
文
で
は
、
大
名
家
が
献
納
し
た
銅
・
石
燈
籠
に
修
復
が
必

要
な
場
合
に
は
、
寛
永
寺
別
当
家
よ
り
各
宿
坊
を
通
じ
て
寄
宿
の
大
名
家
へ
修
復
依
頼
を

出
し
、
大
名
家
で
そ
れ
ぞ
れ
修
復
を
行
い
別
当
家
へ
引
き
渡
し
を
行
う
の
が
本
来
の
姿
で

あ
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。
多
分
大
名
家
で
は
宿
坊
に
修
復
の
事
務
代
行
を
行
わ
せ
、
見

分
の
み
を
行
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

少
し
話
が
複
雑
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
度
は
『
御
触
書
成

（

天
明
御
触
書

』
『

集
成

『
天
保
御
触
書
集
成

』
の
記
事
か
ら
先
例
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。
天

』
、

）

保
三
年
よ
り
は
少
し
前
の
寛
政
八
年
の
『
御
触
書
』
で
す
。

寛
政
八
辰
年
五
月

大
目
付
え

上
野

御
宮
御
修
復
有
之
付
、
諸
家
よ
り
獻
備
之
御
燈
籠
洗
磨
手
入
等
之
儀
、

先
格
之
通
可
被
致
候
、
右
仕
様
之
儀
は
、
天
明
之
度
御
修
復
之
節
之
趣
を
以
取
計

候
様
、
御
修
復
懸
り
え
申
渡
置
候
之
間
、
相
談
、
手
職
人
え
被
申
付
候
共
、
御
修

復
懸
り
ニ
て
手
入
等
有
之
候
様
被
申
談
候
共
、
勝
手
次
第
可
被
致
候
、
尤
其
段
伊

豆
守
宅
え
申
聞
候
様
可
被
致
候
、

五
月

右
之
趣
、
万
石
以
上
之
面
々
え
可
被
達
候
、

こ
こ
で
は
天
明
度
に
行
わ
れ
た
仕
様
に
従
え
と
言
っ
て
い
ま
す
の
で
天
明
三
年
の
『
御



触
書
』
を
見
て
み
ま
す
。

天
明
三
卯
年
五
月

大
目
付
え

上
野

御
宮

常
憲
院
様

有
徳
院
様

御
廟
向
、
此
度
御
修
復
有
之

并

候
ニ
付
、
諸
家
よ
り
獻
備
之
御
燈
籠
洗
磨
手
入
等
、
先
格
之
通
可
被
致
候
、
然
處

石
御
燈
籠
は
笠
之
苔
其
儘
差
置
、
箔
差
直
、
漆
喰
等
附
直
、
御
麁
末
無
之
様
御
掃

、

、

除
致
候
之
様
被

仰
出
候
間

銘
々
手
職
人
ニ
被
申
付
候
て
は
仕
様
も
區
ニ
相
成

、

、

其
上
自
分
々
ニ
て
被
申
付
候
て
は

前
々
無
益
之
入
用
も
相
懸
り
候
趣
相
聞
候
間

先
達
て
増
上
寺

御
靈
屋
御
修
復
之
節
之
振
合
を
以
、

御
修
復
懸
り
え
申
渡
、

①

銅
御
燈
籠
石
御
燈
籠
共
、
御
取
替
金
を
以
洗
磨
手
入
等
爲
致
、
御
修
復
懸
り
よ
り

御
別
當
え
引
渡
候
様
申
渡
候
、

夫
共
獻
備
物
之
儀
ニ
付
、
手
職
人
ニ
爲
致
度
面
々

②

ハ
、
勝
手
次
第
ニ
候
間
、
御
取
替
金
ニ
て
修
復
被
致
度
候
共
、
手
職
人
ニ
て
被
申

付
度
候
共
、
其
段
出
羽
守
方
え
可
被
申
聞
候
、
洗
磨
手
入
等
直
段
之
儀
も
、
一
基

當
之
直
段
積
致
し
有
之
候
間
、
手
職
人
ニ
て
被
申
付
度
面
々
ハ
、
右
直
段
見
合
ニ

被
致
度
候
ハ
ゝ
、
是
又
可
被
申
聞
候
、
代
金
之
儀
は
追
て
可
相
達
候
間
、
其
節
可

被
相
納
候
、
尤
御
別
當
え
御
燈
籠
引
渡
候
以
後
は
、
唯
今
迄
之
通
可
被
心
得
候
、

五
月

右
之
趣
、
万
石
以
上
之
面
々
え
可
被
達
候
、

天
明
二
寅
年
十
二
月
の
増
上
寺
へ
示
達
し
た
先
格
に
従
え
と
書
か
れ
て
い

こ
こ
で
も

ま
す
が
、
内
容
に
大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
面
白
い
の
は
増
上
寺
へ
の
示
達
に
は

「
石
御
燈
籠
は
笠
之
苔
其
儘
差
置
」
の
後
に
「
御
古
ヒ
有
之
方
却
て
御
殊
勝
ニ
も
有
之

候
間
」
と
付
け
加
え
て
い
て
、
何
や
ら
言
い
訳
め
い
て
照
れ
笑
い
が
透
け
て
見
え
る
よ

う
な
記
述
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
は

。

①
御
修
復
掛
へ
申
し
付
け
御
取
替
金
を
以
て
修
復
を
行
い
寛
永
寺
御
別
当
へ
引
き
渡
す

②
諸
大
名
か
ら
の
献
備
物
な
の
で
、
自
分
の
手
職
人
を
使
っ
て
修
復
さ
せ
る
場
合
は
、

老
中
の
水
野
出
羽
守
に
申
し
出
て
修
復
を
行
う
こ
と
。

御
修
復
掛
が
ど
の
様
な
組
織
を
指
す

と
二
つ
の
選
択
肢
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

の
か
こ
こ
で
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
幕
府
の
組
織
で
あ
れ
ば
作
事
方
か
小
普
請

方
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
御
取
替
金
は
幕
府
の
貸
付
金
と
言
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

寛
政
七
卯
年
二
月
の
修
復
時
、
文
政
十
二
丑
年
十
二
月

増
上
寺
に
関
し
て
は
こ
の
後

に
先
格
に
従
え
と
い
う
内
容
で
『
御
触
書
』
が
更
新
さ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
内
容
は
可
な

り
簡
潔
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

文
政
十
二
丑
年
十
二
月

寺
社
奉
行
え

増
上
寺

台
徳
院
様
御
霊
屋
向
御
修
復
有
之
候

付
、
諸
家
よ
り
獻
備
之
御
燈

ニ

籠
洗
磨
手
入
等
之
儀
、
先
格
之
通
可
被
致
候
、
右
仕
様
之
儀
は
、
寛
政
六
寅
年
増
上

寺

文
昭
院
様
御
靈
屋
向
御
修
復
之
節
之
趣
を
以
、
御
修
復
掛
え
申
渡
候
間
、
御

修
復
懸
え
相
談
、
手
職
人
え
被
申
付
度
面
々
は
、
出
羽
守
宅
え
可
被
申
聞
候
、
御
取

替
金
を
以
御
修
復
掛

て
修
復
被
致
度
面
々
も
、
是
又
一
應
可
被
申
聞
候
、
其
外

ニ

都
て
寛
政
之
度
之
通
可
被
相
心
得
候
、

『
御
修
復
願
』
は
天
保
二
年
に
予
定
さ
れ
て
い
た
台
徳
院
の
二
百
回

先
に
紹
介
し
た

忌
の
為
の
準
備
の
為
の
帳
面
で
す
か
ら
、
こ
の
文
政
十
二
年
十
二
月
の
示
達
は
、
そ
の
結

果
と
し
て
出
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

さ
て
天
保
三
年
二
月
の
牧
野
越
前
守
家
の
事
件
の
後
出
さ
れ
た
示
達
は
次
の
通
り
で

す
。

天
保
三
辰
年
十
一
月

寺
社
奉
行
え

上
野

御
宮
え
疏
球
人
参
詣
ニ
付
、
諸
家
よ
り
獻
備
之
御
燈
籠
洗
磨
手
入
等
之

儀
、
此
度
は

御
宮
御
修
復
掛
り
も
有
之
候
ニ
付
、
右
掛
り
え
申
渡
置
候
間
、

相
談
、
手
職
人
え
被
申
付
候
共
、
御
修
復
懸
リ
ニ
て
手
入
等
有
之
候
様
被
申
談
候

共
、
勝
手
次
第
可
被
致
候
、

十
一
月

、

、

、

、

右
之
趣

万
石
以
上
之
面
々
え
相
達
候
間

上
野
執
當

御
別
當
え
も
可
被
達
候

こ
こ
で
「
此
度
は

御
宮
御
修
復
掛
り
も
有
之
候
ニ
付
」
と
い
う
部
分
で
「
御
宮
御

御
修
復
掛
」
と
ど
の
様
に
違
い
が
あ
る
の
か
は
判
り
ま
せ
ん
。

修
復
掛
り
」
が
従
来
の
「

御
霊
屋
江
諸
家
獻
物
之
御
燈
籠
洗
磨
等

先
に
紹
介
し
た
『
天
保
六
年
八
月
上
野
御
宮

之
儀
ニ
付
書
抜

当
山
一
同
洗
磨
之
儀
以
来
ハ
小
普

』
で
は
、
天
保
四
年
に
行
わ
れ
た
「

請
方
等
ニ
而
引
受
修
理
出
来
之
積
相
成
」
と
な
り
、
小
普
請
方
が
見
積
り
を
作
成
し
小

普
請
方
に
属
す
る
石
屋
に
作
業
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
読
め
る
書
き
方
に
な
っ

て
い
ま
す
。



天
保
十
二
年
閏
一
月
七
日
に
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
時

に
も
霊
廟
は
営
ま
れ
ず
厳
有
院
霊
廟
に
相
殿
と
な
り
ま
し
た
。
諸
大
名
へ
の
燈
籠
の
献
納

は
従
来
通
り
求
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
際
の
事
務
的
な
指
示
が
『
幕
末
御
触
書
集
成
』

に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
燈
籠
の
仕
立
先
と
し
て
小
普
請
方
と
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

天
保
十
二
丑
年
七
月
十
八
日

水
野
越
前
守
殿
御
渡

覚

上
野

文
恭
院
様
御
霊
前

御
廟
所

、
諸
家
よ
り
献
備
御
灯
籠
取
扱
方
之
儀
、

江

、

、

、

此
度

新
規
之
事
故

是
迄
之
修
復
取
扱
方
同
様
ニ

相
成
間
敷
候
間

諸
家
手
限

者

者

江

江

而

出
入
職
人
と
も

申
付
候
と
も
、
又
ハ
小
普
請
方

相
頼
候
と
も
、
何
れ
之
方
ニ

而

江

も
、
入
費
等
不
相
嵩
方
に

、
銘
々
勝
手
次
第
取
計
可
申
旨
、
万
石
已
上
之
面
々

相
達
候
間
、
小
普
請
方

頼
越
候
分

、
先
例
之
趣
を
以
取
扱
、
御
勘
定
所
御
目
付

江

者

、

、

、

懸
り

も
打
合

何
れ
之
方
ニ

出
来
と
も

御
場
所
御
差
支
無
之
様
可
被
致
候
事

江

而

右
之
通
、
小
普
請
奉
行

相
達
候
間
、
万
石
已
上
之
面
々

可
被
達
置
候
事
、

江

江

安
政
元
寅
年
三
月

(

マ
マ)

大
目
付
へ

御
代
々
様
新
御
霊
前
へ
、
万
石
以
上
之
面
々
よ
り
前
々
唐
銅
石
御
籠
灯
之
内
献
備

有
之
候
に
付
、
此
度
も
先
格
之
通
献
備
之
儀
可
被
仰
出
処
、
当
時
厳
敷
御
倹
約
年

限
中
、
且
諸
家
に
於

も
格
別
質
素
節
倹
相
用
、
武
備
専
要
之
被
仰
出
も
有
之
候
儀

而

に
付
、
今
般
は
別
段
之
思
召
を
以
、
諸
家
御
灯
籠
献
備
之
儀
、
暫
御
用
捨
被
成
下

候
間
、
追

相
達
候
迄
は
不
及
献
備
候
、
其
段
可
被
相
達
候
、

而

嘉
永
六
年
六
月
二
十
二
日
十
二
代
将
軍
徳
川
家
慶
が
亡
く
な
り
、
増
上
寺
の
文
昭
院
霊

廟
に
相
殿
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
時
に
は
つ
い
に
燈
籠
献
納
の
御
内
書
は
発
せ
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

も
う
幕
府
の
倒
壊
は
目
の
前
で
し
た
。

安
政
の
大
地
震
に
と
ら
わ
れ
て
大
分
記
述
が
長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
は
織

田
信
利
燈
籠
が
ど
の
様
に
受
け
継
が
れ
て
行
っ
た
か
を
制
度
的
な
面
か
ら
考
察
し
て
み
ま

し
た
。
一
つ
に
は
浅
野
長
矩
の
燈
籠
が
奇
跡
的
に
も
残
っ
て
い
た
と
い
う
記
事
を
読
ん
で

い
て
、
果
た
し
て
そ
う
だ
っ
た
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

鴨
池
池
田
藩
の
資
料
は
か
な
り
前
に
入
手
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ど
の
様
に
読
み
解
い

て
行
っ
た
ら
良
い
か
思
い
あ
ぐ
ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
他
の
資
料
と
読
み
合
わ
せ
て
少
し

形
が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
途
中
か
ら
面
白
く
な
り
、
引
用
に
引
用
を
重
ね
た

記
述
に
な
り
、
読
み
に
く
い
回
に
な
っ
た
か
と
は
思
い
ま
す
。

御
霊
屋
の
造
営
、
営
繕
を
行
う
役
所
で
あ
る
作
事
方
、
小
普
請
方
の
分
掌
の
変
遷
に
つ

い
て
も
資
料
を
集
め
少
し
書
い
て
み
た
の
で
す
が
、
稿
を
改
め
る
こ
と
に
し
ま
す
。

(

令
和
三
年
一
月
八
日)


